
契 約 書（案）

徳島県（以下「甲」という。）と○○○○株式会社（以下「乙」という。）とは、令和

７年度徳島県立近代美術館所蔵作品展展示作業業務について次のとおり契約を締結する。

（契約の目的）

第１条 甲は、令和７年度徳島県立近代美術館所蔵作品展展示作業業務（以下「業務」と

いう。）の実施を乙に依頼し、乙はこれを履行するものとする。

（業務の実施方法）

第２条 乙は、別紙仕様書に基づいて業務を実施するものとする。

（契約期間）

第３条 契約期間は令和７年４月１日から令和８年３月３１日までとする。

（契約金額）

第４条 契約金は金○○○○円(うち消費税及び地方消費税の額○○○○円）とし、「消費

税及び地方消費税の額」は、消費税法第２８条第１項及び第２９条並びに地方税法第７

２条の８２並びに第７２条の８３の規定に基づき契約金に１１０分の１０を乗じて得た

額である。また、各期毎の業務の作業期間及び契約金額の内訳は、別紙「令和７年度徳

島県立近代美術館所蔵作品展展示作業業務期別内訳書」（以下「期別内訳書」とい

う。）のとおりとする。

（契約保証金）

第５条 契約保証金は、免除する。

（業務の調査等）

第６条 甲は、この業務の処理状況について、随時に調査し、必要な報告を求めることが

できるとともに、業務の実施について必要な指示をすることができる。

（業務の内容の変更）

第７条 甲は、この契約締結後の事情により、業務の内容の全部又は一部を変更すること

ができる。この場合において、契約金、契約期間又は重要な業務内容を変更する必要の

あるときは、甲乙協議して書面によりこれを定めるものとする。

（請負等の禁止）

第８条 乙は、業務の全部又は一部の処理を第三者に請負わせてはならない。ただし、あ

らかじめ、甲の書面による承諾を得た場合は、この限りではない。

（期間の延長）

第９条 乙は、その責めに帰すことのできない理由により、契約期間内に業務を完了する

ことができないことが明らかになったときは、甲に対して遅滞なくその理由を付して期

間の延長を求めることができる。この場合において、その延長日数は甲乙協議して定め

るものとする。

（検査等）

第10条 乙は、業務を完了後、速やかに甲に対し、業務の完了を報告しなければならない。

２ 甲は、前項の報告を受理したときは、速やかに甲又は甲が検査を行う者として定めた

職員（以下「検査員」という。）により検査しなければならない。



（契約金の支払）

第11条 乙は、前条第２項に規定する検査の結果、業務の成果が契約内容に適合している

と認められたときは、別紙期別内訳書のとおり、甲に対して契約金の支払の請求をする

ものとする。

２ 甲は、前項の適法な支払の請求があったときは、その日から起算して３０日以内に契

約金を乙に支払うものとする。

（秘密の保持）

第12条 乙は、業務の処理上知り得た秘密を他人に漏らしてはならない。

（損害賠償）

第13条 乙は、その責めに帰する理由により業務の実施に関し、甲又は第三者に損害を与

えたときは、その損害を賠償しなければならない。

（契約解除等）

第14条 甲は、乙が次の各号の一に該当するときは、催告をすることなく、直ちにこの契

約を解除することができる。

（１）乙が、契約期間内に業務を完了する見込みがないと明らかに認められるとき。

（２）乙が、正当な理由がなく契約を履行しないとき。

（３）契約の締結又は履行について不正の行為があったとき。

（４）契約の履行に当たり甲の指示に従わなかったとき、又はその職務を妨害したとき。

（５）契約条項に違反したとき。

（６）乙が暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第

７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）若しくは暴力団員

（同条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき、又は暴力団若

しくは暴力団員と密接な関係を有する者であるとき。

２ 前項の規定によりこの契約を解除した場合において甲に損害があるときは、契約金額

の１００分の１０に相当する額の賠償を請求することができる。

３ 甲は、第１項の規定によりこの契約を解除した場合において、業務の出来形部分のう

ち分割して承認しても利益があると甲が認める部分については、検査の上、当該検査に

合格した部分の承認を行い、承認した出来形部分に相応する契約金を乙に支払うものと

する。

４ 乙は、第１項の規定により契約を解除されたことにより生じた損害の賠償を、甲に

請求できないものとする。

（疑義等の決定）

第15条 この契約に定めのない事項又はこの契約に関し疑義が生じたときは、甲と乙とが

協議して定めるものとする。

この契約の締結を証するため、この契約書２通を作成し、甲乙両者記名押印の上、各自

その１通を保有するものとする。

令和７年４月１日

甲 徳島県

徳島県立二十一世紀館長 ○○○○

乙 ○○県○○市○○町○○番地

○○○○株式会社

代表取締役 ○○○○



令和７年度近代美術館 所蔵作品展 展示作業 仕様書

１ 内容

（１）概要

展示室に展示している作品を撤去し、梱包が必要な作品は梱包の上、収蔵庫に

収納する。その後、同数程度の作品を収蔵庫から展示室に搬入し、展覧会場を設

営する。移動壁や移動ケース、彫刻台、パネル、キャプション、休息用ソファー、

看板、照明器具等の設置と撤去の作業を伴う。作品点数は、全面展示替えの場合 100
点前後、部分展示替えの場合 25点前後。

（２）場所

展示室１、展示室２、展示室３、ロビー、収蔵庫、倉庫ほか。

（３）日程と作業人数

キミに夢中♡展（展示室 1・2・3全室使用の所蔵作品展） 延べ４４名

令和７年４月１４日から令和７年８月３１日の間で美術館が指定する日

１期 延べ４０名

令和７年９月１日から令和７年１１月３０日の間で美術館が指定する日

２期 延べ６０名

令和７年１２月１日から令和８年３月３１日の間で美術館が指定する日

２ 条件

（１）作業に従事させるスタッフは、全員が美術品取り扱いに関する社内講習会を

受講した専門スタッフであること。その内必ず 1 名以上は、美術品取り扱いの
専門スタッフとして 5 年以上の経験を有し、かつ国指定重要文化財取り扱いの
経験を有する者とし、その者は展示作業の全日程を担当すること。

（２）美術作品を取り扱う際は、作品に瑕や指紋跡等のダメージを与えないよう、

細心の注意を払うとともに、万一、作品を損傷もしくは亡失したときは、一切

の責任を負うこと。

（３）作業に必要となる綿布団や薄葉紙、防湿用ラミネート紙、ピン、フック、テ

ープ等の資材を用意すること。

（４）重量のある美術作品（金属製や石製の彫刻等）を移動、設置するために必要

となる資材や屋内で使用可能な小型クレーン等の機材を用意すること。

（５）脆弱かつ重量がある美術作品（土を素材とした彫刻等）を移動するために必

要となるクレート等を設計、製作する能力を有すること。

（６）美術作品の保管場所等作業を通じて得た情報は、作業終了後すみやかに破棄

し、他へ漏らさないこと。

（７）全ての作業について、本館職員の指示に従うこと。

以上



別 紙

令 和 ７ 年 度 徳 島 県 立近 代 美 術 館 所 蔵 作 品 展 展 示 作 業 業 務 期 別 内訳 書

作 業 期 間 金 額

キ ミ に 夢 中 展 令 和 ７ 年 ４ 月 １ ４ 日 ～ 令 和 ７ 年 ８ 月 ３ １ 日 ○ ○ ○ ○ 円 （ う ち 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 額 ○ ○ ○ ○ 円 ）

第 １期 令 和 ７ 年 ９ 月 １ 日 ～ 令 和 ７ 年 １ １ 月 ３ ０ 日 ○ ○ ○ ○ 円（ う ち 、消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 額 ○ ○ ○ ○ 円 ）

第 ２期 令 和 ７ 年 １ ２ 月 １ 日 ～ 令 和 ８ 年 ３ 月 ３ １ 日 ○ ○ ○ ○ 円（ う ち 、消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 額 ○ ○ ○ ○ 円 ）

合 計 ○ ○ ○ ○ 円（ う ち 、消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 額 ○ ○ ○ ○ 円 ）


